
東北森林管理局管内の
木材需給、木材価格等について

東北森林管理局

平成２５年７月２３日（火）

資料４



■ 東北森林管理局管内各県の森林面積及び森林蓄積量

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

青森県

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

東北５県計

秋田県

山形県

岩手県

宮城県

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

394,290240,155

62%38%

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

森林面積(ha) 森林蓄積(千m3)

66,30645,800

391,749447,434 57,47497,326

353,599313,639

1,660,3482,072,798

389,481784,986

131,229286,585
36,76556,333

234,946418,090

54,379

165,222

20,02253,409

59%41%

47%53%
37%63%

53%47% 39%
61%

44%56%

33%67%

25%

75%

31%69%
27%73%

36%67%

国有林 民有林

出典：林野庁 「森林資源現況総括表」（平成１９年３月３１日現在）

計 634,445
計 653,036

計 93,098

計 154,800

計 417,814

計 1,174,467

計 667,238

計 112,106

計 839,183

計 3,733,146

計 73,431

計 219,601

１

○ 国有林比率が高いのは青森県、秋田県、山形県で、青森県と山形県は５０％を上回る。

○ 東北５県の総蓄積は約６億５千万ｍ3で全国４４億３千万ｍ3の１５％に相当する。県別に見ると岩手県が２２０百万ｍ3
で突出して多い。



出典：農林水産省 「木材統計」

（千ｍ３）
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■ 東北森林管理局管内各県の国産材の樹種別素材生産量

○ 生産樹種は県によって大きく異なり、青森県・宮城県・秋田県・山形県ではスギが主体、岩手県ではスギに加え、カラマ
ツ・広葉樹の生産量が多い。

○ ２４年を２２年と比較すると青森県が１２３％、岩手県１０３％、宮城県９２％、秋田県１０５％、山形県９７％となっており、
北部３県では震災前の生産量を上回っている。
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○ 青森県、岩手県、山形県は、製材用及びチップ用が多いが、宮城県、秋田県では合板用が多く、秋田県の平成
２４年のチップ用素材の生産量は生産量全体の１５％程度。

○ 平成２４年の製材用素材の生産量は、管内の全ての県で平成２２年を上回っている。

○ 宮城県では合板用、チップ用、山形県ではチップ用が減少している。

出典：農林水産省 「木材統計」

製材用 製材用 製材用 製材用 製材用合板用 合板用 合板用 合板用 合板用木材チップ用 木材チップ用 木材チップ用 木材チップ用 木材チップ用

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県

３

■ 東北森林管理局管内各県の需要部門別国産材の素材生産量

（千ｍ3） （千ｍ3） （千ｍ3） （千ｍ3） （千ｍ3）
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■ 平成２２年における東北森林管理局管内各県の素材流通構造

○ 東北森林管理局管内５県の国産材流通は管内での流通がほとんどであり、管外は生産量の１％程度である。

○ 青森県、山形県では生産量が需要量を上回っており、特に青森県は生産量の４割以上を他県に出荷、他方、宮
城県の需要量は生産量の約２倍で、岩手県、青森県等から入荷している。

４出典：農林水産省 「木材需給報告書」
(平成２２年）
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■ 東北森林管理局管内各県の素材生産量と東北森林管理局の製品・立木販売計画量の比較

出典：農林水産省 「平成２４年木材統計」、 東北森林管理局 業務資料

○ 県によって、素材生産量に占める国有林材の割合は大きく異なり、青森県、山形県では生産量に占める国有林材
の割合が大きい。

（千ｍ３） （千ｍ３）

各県の素材生産量と東北森林管理局の製品・立木販売量（平成２５年度計画量）との比較

総計

739
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285

3732

165
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５

※ 素材生産量は、民有林材と国有林材の合計の材積。

※ 国有林の数値は平成２５年度の計画量。また、立木販売の数値は立木材積であり、素材生産量とは異なる。



■ 丸太価格の推移 （すぎ中丸太 ３．６５～４．００ｍ、１４～２２ｃｍ、込み）

（平成２１年１月～平成２５年６月）
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６

○ 春～夏にかけて下落し、秋～冬に上昇する季節変動がみられる。

○ 宮城県、秋田県では年による価格差があるが、岩手県では、この５年間、年による価格差は小さい。

出典：農林水産省 「木材需給報告書」
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※ 価格は工場着の価格。

※ 平成２３年３～８月は東日本大震災の影響で、岩手県・宮城県のデータは未取得。 山形県は平成２５年１月から調査開始。

※ 平成２５年１月から調査方法等が変更され、それまでのデータとは連続しない。
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■ 丸太価格の推移 （すぎ小丸太 ３．６５～４．００ｍ、８～１３ｃｍ、込み ）

（平成２１年１月～平成２５年６月）

岩手県 宮城県（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（月）
（月）

（月）
（月）

７

○ すぎ中丸太と比べて季節変動が小さい。宮城県は他県と比べて価格の変動が大きい。

出典：農林水産省 「木材需給報告書」

秋田県 山形県

※ 価格は工場着の価格。

※ 平成２３年３～８月は東日本大震災の影響で、岩手県・宮城県のデータは未取得。 山形県は平成２５年１月からデータ無し。青森県は本期間においてデータ無し。

※ 平成２５年１月から調査方法等が変更され、それまでのデータとは連続しない。



■ 丸太価格の推移 （からまつ中丸太 ３．６５～４．００ｍ、１４～２８ｃｍ、込み ）

（平成２１年１月～平成２５年６月）

（円／m3） （円／m3）

（月） （月）

岩手県 北海道 （参考）

８

○ スギ比べて、価格の季節変動は小さい。

○ 岩手県の価格は北海道より高く、平成２３年１月では３９００円の差がある。

出典：農林水産省 「木材需給報告書」

※ 価格は工場着の価格。

※ 平成２３年３月～８月は東日本大震災の影響で、岩手県のデータは未取得。

※ 平成２５年１月から調査方法等の変更があり、それまでのデータとは連続しない。
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■ 丸太価格の推移 （まつ ３．６５～４．００ｍ、１４～２８ｃｍ、込み ）

（平成２１年１月～平成２５年６月）

（月） （月）

（円／m3）
（円／m3）

９

○ スギに比べて季節による値動きは小さく、年による価格変動も小さい。

出典： 農林水産省「木材需給報告書」

※ 価格は工場着の価格。

※ 平成２３年３月～８月は東日本大震災の影響で、岩手県のデータは未取得。青森県については、平成２５年１月から調査が開始された。

※ 平成２５年１月から調査方法等の変更があり、それまでのデータとは連続しない。
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針葉樹丸太（チップ向け） （工場着購入価格）（円／m3）

（月）
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■ 針葉樹丸太（チップ向け）価格の推移 （平成２１年１月～平成２５年６月）

○ 平成２１年から２２年にかけて、住宅着工戸数の回復による供給増加や紙需要の減少
等により価格は下落。

○ その後は秋田県では変動があるが長期的にみれば、ほぼ保合状態。

10出典：農林水産省 「木材需給報告書」

※ 平成２３年３月～８月は東日本大震災の影響で、岩手県と宮城県のデータは未取得。山形県についてはデータ無し。

※ 平成２５年１月から調査方法等の変更があり、それまでのデータとは連続しない。



広葉樹丸太（チップ向け） （工場着購入価格）（円／m3）

（月）
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■ 広葉樹丸太（チップ向け）価格の推移 （平成２１年１月～平成２５年６月）

○ 青森県以外では、平成２１から２２年にかけて、緩やかに下落するが、その後は保合。

H21 H22 H23 H24 H25

11出典：農林水産省「木材需給報告書」

※ 平成２３年３月～８月は東日本大震災の影響で、岩手県と宮城県のデータは未取得。

※ 平成２５年１月から調査方法等の変更があり、それまでのデータとは連続しない。
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■ 全国の製材品主要品目の価格推移 （平成１４年～平成２４年）

○ 平成１９年は為替レートや我が国の住宅着工戸数の減少等により、ホワイトウッド集成管柱（国産）、針葉樹合板
の価格の価格が大幅に上昇し、平成２０年以降下落した。

○ スギ正角（乾燥材を含む）は、ホワイトウッド集成管柱と同様の値動きとなっているが、上げ幅は小さい。

（円／m3） （円／枚）

出典：農林水産省「木材価格」、林野庁「平成２３年度森林・林業白書」

スギ正角(乾燥材） 10.5cm×10.5cm×３m、２級 スギ正角 10.5cm×10.5cm×３m、２級

ホワイトウッド集成管柱 10.5cm×10.5cm×３m、１等 針葉樹合板 1.2cm×91.0cm×1.82m、Ⅰ類

12

製材品主要品目 （店頭渡し販売価格）
合板
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すぎ正角 10.5㎝×10.5㎝×3.0ｍ 2級

すぎ正角（乾燥材）

米まつ平角 10.5㎝×24.0㎝×3.65～4.0ｍ 2級

北洋えぞまつ板 1.2～1.5㎝×15.0㎝×3.65～4.0ｍ 1級

■ 全国の製材品等主要品目の価格推移 （平成２５年１月～６月）

針葉樹合板

１．２cm×９１cm×１．８２m Ⅰ類

ホワイトウッド集成管柱

１０．５cm×１０．５cm×３．００m １等

出典：農林水産省 「木材価格」

○ ホワイトウッド集成管柱は１月から６月の間で約１９％上昇、針葉樹合板も同期間で約１３％上昇。

○ 米まつ平角は同期間で約９％上昇、すぎ正角（乾燥材）は漸増、その他はほぼ保合で推移。
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■ 全国の製材用素材の平均入荷量・消費量・在庫量の推移 （平成２１年１月～平成２５年５月）

○ この５年間で見る限り、季節変動の傾向は年により異なる。

○ 平成２５年の１～５月は入荷量、消費量とも平成２４年以前と比較してやや増加して
いる。

平
均
入
荷
量
・
消
費
量

平
均
在
庫
量

（千ｍ3）

（月）

（千ｍ3）

出典：農林水産省 「木材需給報告書」

※ 四半期ごとに集計した。

※ 平成23年3～6月は東日本大震災の影響で、岩手県・宮城県・福島県のデータは未取得。
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■ 東北森林管理局管内各県の製材用素材の平均入荷量・消費量・在庫量の推移

（平成２１年１月～平成２５年５月）

出典：農林水産省 「木材需給報告書」

○ 入荷量・消費量は第２四半期に増え、在庫量は第３四半期に下がる傾向が見られる。

○ ２４年の入荷量・消費量は２２年を上回る水準となっている。

※ 四半期ごとに集計した。
※ 平成23年3～6月は東日本大震災の影響で、岩手県・宮城県のデータは未取得。
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■ 東北森林管理局管内各県の製材用素材の入荷量・消費量・在庫量

（平成２５年と平成２２年の比較）

○ 平成２４年７月以降の入荷量・消費量については、平成２２年に比べて増加している。
特に、平成２５年５月は平成２２年５月に比べて３０％近く増加している。

16出典：農林水産省 「木材給報告書」
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出典：YAHOO!ファイナンス

○ 平成２４年１１月中旬以降、急激に円安が進行。

○ ７月５日時点で、１ユーロ１３０．２３円、１米ドル１００．０１円。

■ 為替レートの推移 （平成２４年１月～平成２５年７月５日）
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■ 全国の新設住宅着工戸数の推移 （昭和３０年～平成２３年）

○ 新設住宅着工数は昭和４８年に過去最高の１９１万戸を記録した後、長期的にみると減
少傾向。

○ 木造率は昭和４０年以降減少し、昭和６３年には４１％まで下がったが、その後、横ばい
から上昇、平成２３年は５６％となっている。

出典：林野庁「平成２３年度森林・林業白書」
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■ 全国と東北５県の新設住宅着工戸数の推移

○全国の新築住宅着工戸数は平成２１年以降上昇傾向にある。東北森林管理局管内５県の中
では、岩手県と宮城県が大幅に増加。

出典：国土交通省「建築着工統計調査」
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■ 災害復興公営住宅の整備について

② 宮城県の計画

平成２３年度から平成２７年度までに約１万５千戸を整備する計画。

① 岩手県の計画

平成２３年度から平成２７年度までに約６千戸を整備する計画。

市町名 計画戸数 市町名 計画戸数 市町名 計画戸数

仙台市 2,800 登米市 (50) 七ヶ浜町 250

石巻市 （4，000） 栗原市 (20) 利府町 (20)

塩竃市 300 東松島市 860 大郷町 (5)

気仙沼市 2,200 大崎市 150 湧谷町 50

名取市 (1，000） 亘理町 400 美里町 (60)

多賀城市 361 山元町 600 女川町 715

岩沼市 224 松島町 40 南三里町 1,000

市町村名 計画戸数 市町村名 計画戸数 市町村名 計画戸数

洋野町 4 岩泉町 51 釜石市 1438

久慈市 11 宮古市 793 大船渡市 795

野田村 120 山田町 702 陸前高田市 1009

田野畑村 69 大槌町 980

※ 整備戸数は、今後の市町の調査等により変更する可能性がある。
※ （ ）書きの戸数は、市町で未確定、または、見直し中のため、市町へのヒアリングなどを基に、県が試算したもの。

出典：岩手県 「社会資本の復旧・復興ロードマップ【総括表】」（平成２５年４月２５日公表）

出典：宮城県 「宮城県復興住宅計画」（平成２４年４月４日） 20




